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団体名 細浦五地域協議会 

事業名 千葉大学及び松戸市民とのまちづくり再生・交流促進事業 

＜事業概要＞ 

 細浦五地域協議会（細浦地区再生協議会）では、平成 24年 11月から千葉

大学をはじめとする地域計画の専門家との間で、この地域の被災跡地（商業

地）の再生に向け、１～２か月に１回程度、被災者及び地域住民を対象とす

る復興会議や、ワークショップを開催し、復興課題を整理し、自治体等へ防

潮堤に関する要望書や浸水跡地に関する第一次、第二次提言書を提出するな

ど、復興まちづくりと復興朝市を継続して行ってきた。これら要望書等をも

とに住居の高台移転や防潮堤の整備と併せ、平成 27 年には多目的広場が完

成した。 

 この広場の完成を機に、地域内小中学校生の地域活動を助長するとともに、

神社の式年大祭など各種行事の開催を通じて地域内外の交流促進を継続し

ているところである。 

 一方で、これまで千葉大学学生等の支援を受けてきたところであるが、復

興事業の進捗とともに、通常の生活を取り戻しつつある中で、五地域協議会

による復興支援に対する恩返しの意味で、平成 30 年度に千葉大学の学園祭

において、大学生及び松戸市民との交流事業を実施し、大いに盛り上がった

ところである。 

以後、継続開催を模索したところであるが、コロナ感染症の拡大に伴い、

学生生活もかなり厳しいものとなったことから、令和４年度においては、コ

ロナ禍における学生に対する支援として「米を送る」ことや、令和５年度に

は、大学院生２人の研究論文執筆に向け、「細浦地区での聞き取り調査や復

興事業の合意形成過程についての講話」などで支援を継続してきた。令和６

年３月には、その研究論文の報告会が神坂公民館で開催された（別紙新聞記

事）ところである。 

 今後においては、これらの活動を継続するとともに、千葉大学の学園祭に

おいて当市の特産品の紹介や炭火焼きさんまの提供、そして東日本大震災の

発災当初からの状況や復興状況を、学生及び松戸市民の方々を対象に、語り

合い、大船渡市の現在までの状況に対し、理解を深めてもらうことを目的と

して活動しているものである。 

＜実施効果＞ 

大船渡の資源である「さんま」「わかめ」等を紹介・提供することにより、

大船渡産品の認知度を高めると同時に、実際に試食してもらうことにより、 



NO.2 

大船渡産の良さを再認識し、「さんま」及び「わかめ」等の消費拡大につな

がったものと捉えている。 

 また、大学生に対し、細浦地区でのわかめの収穫作業の手伝いなどのボラ

ンティアを募集する良い機会となるとともに、養殖漁業への理解が深まるも

のと考えている。 

 一方、防災に関しては、発災当初と復興状況を震災の記憶として後世に伝

え、復興状況を把握しながら、学生らが活動し、そして住民とともに命を守

るきっかけづくりなるものとも考えている。 

 また、「自助」、「共助」、「公助」を学び、今後の防災対策に生かしてくれ

るものと考えており、これらの活動を通して、大学と細浦地区（大船渡市）

のとの絆を内外にＰＲする絶好の機会と捉えており、さらには、大学、松戸

市民、大船渡市民との交流が継続されるものと考えている。 

＜今後の展開＞ 

 今後もこれら事業をぜひ実現させ、学生と細浦地区住民（大船渡市民）の

交流を継続させながら、復興後のイメージを図化するなど、細浦地区住民と

ともに商業地の再生に向けた取組みを強化したいと考えている。 

 また、養殖漁業に対しては、地元漁業者の理解を得ながら、学生ボランテ

ィアとしてワカメの収穫作業を手伝い、学生の体験を松戸市民にも伝えてい

ただきながら、さらに理解を深め、大船渡産わかめの認知度の向上と消費拡

大につながる取組みを進めたいと考えている。 

＜市民のみなさんへ一言＞ 

 令和６年 10月 26日（土）に開催された千葉大学の学園祭「戸定祭」には、

突如として松戸市の市民ライターの方が現地を訪れまして、サンマの炭火焼

きの模様を取材していただきました。 

さんまの焼き手は、もちろん、大船渡市が誇る「世界初のさんま焼き師」

たちです。千葉県や都内のさんま焼き師の方々も応援に駆けつけてくれまし

た。 

 「恩返しの意味合い」でと申し上げましたが、さんま焼き師たちは、もち

ろんイベントを楽しみながら交流しておりまして、久々に腕を披露してきた

ところです。 

 当日は、「塩蔵わかめ」「昆布」「ふわとろめかぶ」を販売し、いずれも大

好評で完売しました。 

 学生、松戸市民の方々からは、大好評で「おいしかった。」「焼きたてはや

はりうまい。」「来年も来てくれるのでしょうね」等々うれしいお言葉をいた

だいてきました。 
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